

















































1 ""-'吐斗 handaと~斗JL ~ q hago-ittaしかもたないもの(司
~ qhae-ittaをもたないもの〉。
















与示竺| 現在未来形 過 去 形
単 高塩 相 ~吐斗 ~或叫(~handa) (~haetta) 
持 続 相 ~言ト:5L il.斗 ~言トZ R121ヰ( ~hago-itta) (~hago-iss凸tta)
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動き l~j ・他動詞の持続相が表す局面 関係維持動詞の持続相が表す局面



































































単純相現在未来形~せ斗 handaは、持続相~斗l 対斗 hago-itta、
















4) I斗17ト 斗 ~，}t:-L 7Jj斗子叫1-r叶lと。l量 7トヌ~ 0] 斗号舌トス1~美吐毛、
2己主スl 役七斗。J(吋吾88)
「私は塑三主主至。食客のせいで君の家庭がなごやかでないのだ。
5) I場主l 七ヌl 号叶叶~J.1 ?JI号泣叶] Á~ 吐を ÀJ~ oJ 
「ヨンヒは今どこ?J I戸の前で靴をはいている〔ところ〉よ。」
6) I。ト! 叫叫沖 電叶弓l斗! 子♀司 7トヰ !J
「ああ! ピラがおちている。(空主竺竺盗塁2拾いに行こう /J


























































13) iす屯ft号全 斗"H社 λト4世y斗吐、毛主斗七 宮叫~舎叶斗。J (.9-j 
号 300)
「抗日運動をやったのは事実ですが、結果は変わりました。」
14) i叫吋ァト設子斗! 叫lロ]0]: O-Jぺ す斗吋叫!J (高霊341)
「父ちゃんが来た! 嫁ちゃん、はやく食事のしたくをして!J 
15) i "<，i À~ 司、 2 詞]0]スl社ヰ斗妓叶♀。」
「先生、この2ページ、もう書きました。」
このベルフェクト的な意味の場合の ~憩斗 haettaは、変化動調の場
















17) OlIj 7]7ト o.:J-"l-社 。]0]:7]吾 zヰ叶寺7] λ]~十議斗。(中略) iを号 安




3 '"許JL ~斗 hago-itta (持続相現在未来形)










18) rユ叫 せ守叶lペ 。いト互吾弓i斗l叶。1 AJ-JL ~叶。'"J (王子 26)
「ああ、安養のアパートで暮らしているよ。」
19)斗モ λトす号そを そ受7十五十J主主 全分含 えl三L ~斗。(ò-j 13) 
他の客たちは箸でテーブルを叩L、ている。












変化動詞の場合は、~斗:iL ~斗 hago-itta の形を取って変化の完成ま
での過程を表す。
21) i叶干0]7トせ井手吾 7トス]J工 吐£斗 7]是0] 号外Ai t;.j 1!喝1!
春卒叶 Ji>.:iL ~同l 。L，J (叶 82)
「お母ちゃんが米袋を担いで来るじゃないか。上機嫌で、ゆらゆら踊
りながら帰って来るところだぞ。J(=来つつあるぞ)
持続相現在未来形~許:iL ~斗 hago-itta の未来の例は、私の集めた
資料にはなかったので断定は下せないが、次の例文を作ることが出来る。
2) i叫屯唱λl吋IHラ呼今0] 到しl?J í斗七叫屯 ~λl吾吋l七吐o.}





4 '"叫:iL ~~斗 hago-issötta (持続相過去形)
この形は~許:iL ~斗 hago-itta の過去形で、アスペクト的には~許





24) ♀司号叫 λト昔~ Zl"Zl"斗モ帝宣言司 会旦吾吾首1現l寺三L 吾











o .J干叫l社社舌l号叫吾 社1 2l労斗。
首にゆっくり細帯を巻いていた。
26) サ吾」主豆叫{斗~t1 ~oJ 01 ♀ç..Hl~主主主3L ~対斗。
窓をとおして見ると、軍人が私の家に来つつあった。
27)ヰヰ玉 7}71吾斗 ぜ金正L珍。19;).吐ス1 言ト吾含 Z工叶、 zktt吐
ヌト司叫1Ai 屯叶A司王工 ~9;).t::L (馬 156)
未亡人も庖をしめようとしたのか、あくびを止めながら、すわった席
から立ち上がっていた。(=立ち上がりつつあった)
28)ゑ叶七社電司主主意。fス1~吾舌ト吐Áì ~福 井万ト斗ヌ13L ~妓斗。
(嘆 2)
声は間駄的に途切れたりしながら、いよいよ近づきつつあった。
29)ヰ仕堂xx営えトァト サ斗斗i玉斗言トユ工 説会叶斗。 Ai合帯 会司会





















































30)子社。1電7] 号45 唱音豆 司吾XJL -^i一一塁空。(斗叫ぜ 86)
クチャンが血気のいい顔で笑いながら立主主ど至。
31)昔契合 せoト 唱音。l千斗」主主二萱号。↑ 対斗。(斗叫ぜ 93)
光で顔が澄色に皇三土主ど至。
32) 10] ユを姐 斗芳望。] 0ト~ 呈丘一一旦旦。"'J
「ここの陰、木の葉がまだ濡れてるわ。"'J
この結果相現在未来形~司 ~斗 hae-itta は、単純相過去形~或斗
haettaのベルブェクト的な意味のさししめす領域と同じであるが、それ
ぞれのニュアンスは違う。結果相現在未来形司 ~斗 hae-itta の形を取
る場合は、変化の結果の現在の状態に重点があるし、単純相過去形の場合
はその変化自体に重点、があって、現在の状態は二次的である。
6 ""'言~ ~蛍斗 hae-issるtta (結果相過去形)
この形はテンス的に過去であるし、アスペクト的には結果相である。こ
































(8) ;自主ト丑 í~oJ~と ~.:iL~ の意味J ['言語』創刊号。
(9) 司ヌト丑 í~斗の意味研究J ['言語学』第五号。
(1<) 1昔7]fid ['国語文法の時制問題に関する研究』搭出版社、 1978。
帥ペ忍牛「韓日両言語の時相J['せ号J1770 
同 。]7，j_号『国語文法研究』日新社、 19830
同 =司号~ I現代国語動調の動作相に関する研究J19830 
同 三時金J子「韓国語時相に関する研究」、 1975。
M BERNARD， COMRIE， ASPECT， Cmbridge University PRESS， 1976. 
(大学院後期課程学生〉
